
近
世
山
村
に
お
け
る
耕
地
開
発
と
水
論
お
よ
び
山
論

ー
阿
波
国
勝
浦
郡
野
尻
村
の
事
例
l羽

久

男

山

は
じ
め
に

近
世
村
落
の
成
立
は
生
産
力
の
発
展
に
と
も
な
い
従
属
農
民
が
自
立
化
し
、

(1) 

村
の
正
員
と
な
っ
て
い
く
過
程
で
あ
る
と
い
え
る
。
近
世
村
落
の
構
成
員
で
あ

る
小
農
民
の
自
立
過
程
は
自
己
の
生
存
基
盤
で
あ
る
耕
地
の
確
保
・
拡
大
に
始

ま
る
。
こ
の
よ
う
な
過
程
は
銃
存
の
耕
地
に
対
す
る
所
有
の
確
定
と
と
も
に
、

宝

新
し
く
耕
地
を
開
発
す
る
こ
と
に
よ
る
経
営
規
模
の
拡
大
を
と
も
な
う
こ
の

よ
う
な
「
新
開
」
は
耕
地
の
拡
大
と
い
う
量
的
な
側
面
の
み
な
ら
ず
、
山
村
に

お
い
て
は
畠
か
ら
田
へ
、
山
自
由
(
伐
畠
)
か
ら
回
へ
と
い
う
質
的
な
変
化
を
も

意
味
す
る
。
す
な
わ
ち
、
耕
地
開
発
は
未
耕
地
か
ら
耕
地
へ
の
転
換
の
み
な
ら

ず
生
産
力
の
低
い
耕
地
か
ら
よ
り
高
い
耕
地
へ
の
転
換
で
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
耕
地
開
発
は
「
水
」
と
「
草
」
に
対
す
る
需
要
の
増
大
を
も
た

ら
す
。
し
か
し
、

「
水
」
と
「
草
」
は
一
村
内
で
満
た
さ
れ
る
例
は
少
な
く
、

農
業
の
再
生
産
を
維
持
す
る
た
め
に
は
他
村
に
ま
た
が
る
用
水
路
や
入
会
林
を

求
め
る
。
農
民
の
結
合
に
よ
る
「
水
」
と
「
草
」
の
確
保
の
た
め
の
共
同
体
は

他
の
村
や
共
同
体
と
の
間
に
水
論
s

山
論
を
惹
起
す
る
よ
う
に
な
る
。
豆

本
稿
で
は
阿
波
国
勝
浦
郡
野
尻
村
を
対
象
地
域
と
し
て
、
近
世
の
野
尻
村
に

お
け
る
耕
地
開
発
の
進
展
が
数
ケ
村
を
通
過
す
る
用
水
の
掘
削
を
背
景
と
し
て

な
さ
れ
、
入
会
山
を
他
村
内
に
求
め
た
結
果
、
水
論
・
山
論
を
惹
起
す
る
に
い

た
っ
た
展
開
過
程
に
つ
い
て
村
落
構
造
と
関
連
し
て
若
干
の
考
察
を
試

み
る
。一一. 

野
尻
村
の
特
質

本
村
は
勝
浦
川
上
流
域
に
位
置
す
る
山
村
で
、
現
在
は
勝
浦
郡
上
勝
町
に
属

す
る
。
藩
政
甥
に
は
瀬
津
村
・
野
尻
村
・
久
保
村
a

樫
原
村

-
B
野
々
村
・
市

{
子
村
・
八
重
地
村
が
福
原
七
ケ
村
を
構
成
し
、
こ
れ
ら
七
ケ
村
を
統
轄
す
る
与

す
)

頭
庄
屋
が
置
か
れ
、
瀬
津
村
の
臣
屋
が
こ
れ
を
兼
ね
て
い
た
。
明
治
九
年
に
瀬

田
野
々
・
市
字
・
八
重
地

津
・
久
保
・
樫
原
・
野
尻
四
村
が
生
実
村
と
な
り
、

三
村
か
ら
な
る
旭
村
と
藩
政
期
か
ら
維
新
後
も
一
一
村
を
構
成
し
て
い
た
福
原
村

が
明
治
二
十
二
年
合
併
し
、
新
た
に
福
原
村
が
で
き
た

(
第
一
一
閣
参
照
)
。

野
尻
村
は
西
に
境
す
る
久
保
村
と
と
も
に
、
勝
浦
川
と
そ
の
支
流
旭
川
の
合

流
地
の
北
岸
付
近
を
占
め
る
小
村
で
あ
る
。
集
落
と
耕
地
は
野
尻
谷
川
を
は
さ

ん
だ
山
腹
緩
斜
面
に
立
地
す
る
。
耕
地
の
高
度
は
二
六

0
1
三
七

0
メ
ー
ト
ル

の
聞
に
分
布
し
、
集
落
内
の
比
高
は
上
勝
町
内
で
は
か
な
り
小
さ
い
。

第
一
表
に
藩
政
期
の
各
村
の
村
高
'
耕
地
面
積
を
示
し
た
c

文
化
十
年
(
一

八
一
三
)
の
村
高
で
は
瀬
津
村
が
最
も
高
く
、
久
保
村
が
最
も
低
い
。
野
尻
付

は
一
四
八
石
余
で
全
体
の
一
一
%
を
占
め
て
い
る
。
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)

の
耕
地
面
積
一
五
-
八
町
は
全
体
の
一
四
%
で

し
か
も
本
村
の
場
合
水
田
率

が
七
三
%
と
高
く
、
戸
数
は
五
十
五
戸
で
、
村
面
積
に
比
較
し
て
、
村
高
、
耕

地
面
積
の
比
率
が
高
く
、
林
野
面
積
が
著
し
く
小
さ
い
。
こ
れ
は
明
治
初
期
に

お
い
て
耕
地
開
発
が
極
限
状
態
に
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
林

野
面
積
が
狭
隆
な
こ
と
に
よ
り
、

必
然
的
に
周
辺
の
村
々
と
の
閣
に
水
論
・
山

論
を
引
き
起
す
こ
と
に
な
る
。
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近
世
前
期
の
村
落
構
造

徳
島
蓉
で
は
藩
政
期
の
村
落
構
造
を
知
る
に
は
、
検
地
帳
と
棟
付
帳
が
重
要

-Rd--

な
史
料
と
な
る
。
野
尻
付
に
は
棟
付
帳
が
保
存
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
総
検
地

の
実
施
さ
れ
た
貞
享
三
年
(
一
六
八
六
)
の
検
地
一

KH-手
が
か
り
と
す
る
。
第

二
表
に
そ
の
分
析
し
た
内
容
を
示
し
た
。
村
高
は
一
二
石
三
斗
九
升
四
合
で
あ

る
。
所
有
土
地
面
積
は
一
一
町
八
反
八
畝
で
こ
の
う
ち
困
が
四
O
%
、
畠
と
山

自
聞
が
五
八
%
で
、
畠
作
が
や
や
卓
越
し
て
い
た
。
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図 1

ζ

ζ

で
問
題
と
な
る
山
畠
は
「
山
由
田
与
申
上
候
其
土
地
ニ
相
生
候
本
草
切
払

焼
捨
跡
へ
稗
粟
小
一
旦
ノ
雑
穀
物
蒔
付
仕
両
三
年
之
内
栂
作
仕
侯
後
ハ
其
他
へ
荒

置
直
叉
拾
五
年
弐
拾
年
間
経
侯
得
ハ
己
前
之
通
切
払
仕
義
ニ
御
座
侯
の
而
山
自
由

(エ

与
棺
名
付
置
申
義
ニ
御
座
候
」
と
あ
る
史
料
な
ど
か
ら
判
断
し
て
伐
畑
(
焼
畑
)

を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
村
民
の
主
食
で
あ
る
縛
・
粟
・
小
豆
な
ど

の
雑
穀
を
伐
畑
山
で
篠
保
し
て
お
り
、
三
四
人
の
名
負
人
の
う
ち
、

一
六
に
山

畠
の
所
有
が
み
ら
れ
る
。
し
か
も
、

上
層
。
下
層
い
ず
れ
も
所
有
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
零
細
農
民
の
生
活
再
生
産
の
た
め
と
い
う
よ
り
、
伐
畑
は
村
民
に
と

一」
o
&

っ
て
生
活
を
支
え
る
補
助
耕
地
と
し
て
の
意
味
を
有
し
て
い
か

ま
た
、
茶
a

格
な
ど
の
商
品
作
物
の
生
産
も
み
ら
れ
、
こ
の
上
毛
高
は
一
五

石
三
斗
三
升
あ
り
総
村
高
の
一
三
%
に
達
し
て
い
る
。

一
戸
平
均
に
な
お
す
と

茶
は
四
一
坪
、
緒
は
一
四
畔
、
桑
は

0
・
四
本
で
自
給
用
生
産
が
中
心
で
あ
る

が
、
余
剰
分
を
趨
品
化
し
て
お
り
、
と
く
に
明
和

J
天
明
期
(
一
七
六
回

1
一

(乏

七
八
O
)
に
は
藩
当
局
へ
の
格
皮
代
金
納
入
の
史
料
が
数
多
く
み
ら
れ
る
σ

野
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尻
村
内
に
名
負
地
を
持
つ
者
は
三
四
人
で
、
う
ち
四
人
は
隣
接
す
る
樫
原
村
の
農

民
で
、

い
ず
れ
も
山
畠
だ
け
を
所
有
し
て
い
る
。
と
く
に
石
高
の
大
き
い
も

の
は
な
く
、

五
石
以
上
の
上
層
が
七
人
、

一一

1
五
石
の
中
層
が
一
四
人
、
二
石

未
満
の
下
層
が
二
二
人
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
点
は
三
四
人
の
名
負
人

の
う
ち
、

一
六
人
に
分
付
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
六
反
歩

羽
右
ヱ
門
内

宗
松
」

同
人
」
と
続

の
土
地
を
所
有
す
る
宗
松
は
「
居
屋
敷
壱
畝
三
歩
・
壱
斗
壱
升

家
ノ
干

と
記
載
さ
れ
、
「
:
中
島
田
六
畝
拾
弐
歩
・
三
斗
弐
升

き
ら
に
、

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
分
付
記
載
地
は
す
べ
て
居
震
敷
で
あ
り
、
居
屋
敷
の
記

載
の
後
に
は
そ
の
園
周
辺
の
回
畠
が
名
負
地
と
し
て
続
い
て
い
る
。
こ
れ
は
中
世

l
近
世
初
期
に
名
主
層
や
中
核
的
本
百
姓
層
に
隷
扇
し
て
い
た
直
接
生
産
者
で
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章特 1表 勝浦川 [-Mt域各村の藩政期における fi高および、耕地面積

村 名 元緑MWI細年代)寛政綱(1790年代)士回面積 文化10年 (1813) 明治 3 年 (1870)

-h 高 計 水田 隆回 石 高 困畠計 回 畠 山畠・切畠 U-1 茶 緒 戸数 人 口

町 町 石 町 町 町 町 町 坪 畔 戸 人

福 !息 1 B 4 28.67 1 5.69 1 298 203.5 22.09 16.09 5.99 1 7.4 7 667 31 9 1 20 648 

瀬 I事 9 3085 6.73 24.1 2 399.5 2 1.1 3 1 1.87 9.25 7.99 6.04 2824 91 7 95 536 

野 民 138 18.08 9.40 8.6 8 1 48.6 1 5.77 1146 4.3 1 0.03 3.10 79 1 287 55 23 1 

久 保 39 5.39 275 264 41.0 J.40 0.69 0.70 0.1 9 58 5 6 2~ 

持 除 61 8.36 4.81 3.55 62.2 6.96 4.90 2.05 0.05 2.1 1 55 6 27 1 40 

伺野々 303 34.24 21.03 1 3.21 320.3 25.68 2 1.1 7 4.51 5.29 876 427 97 485 

市 '芋 74 7.5 1 5.36 21 5 76.4 7.49 5.25 2.23 3.62 103 9 365 33 1 70 

八重地 94 15.08 6.4 7 8.61 97.8 9.96 6.52 3.43 5.70 1 033 505 45 229 
多4 893 1 48.1 8 7224 75.94 1349.3 110.51 77.99 32.50 40.1 7 1 1.4 4 7343 2831 478 2461 

L 

(瀬津村を除く)

注①元禄・寛政の記録』ま『阿波誌、巻+勝浦郡』による。②文化10年は『阿波書E民政資料 JP604-05による。③明治 3年は『戸籍下調J(上勝町役場蔵)による。
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第 2表 貞享 3年 (1686)野尻村検地帳分析表
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一
%
で
最
も
多
く
、
山
畠
か
ら
三
五
%
で
、
居
屋
敷
か
ら
三
%
あ
り
、
茶
畠
か

ら
の
田
成
地
も
一
敏
み
ら
れ
る
。
畠
か
ら
の
開
田
は
「
持
懸
開
地
」
が
多
く
、

畠
の
新
聞
に
は
「
寛
政
卯
年
国
成
リ
侯
地
の
開
添
」
な
ど
の
貼
紙
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
新
開
は
水
や
草
の
確
保
が
あ
っ
て
可
能
と
な
る
。
水
に
つ
い
て
は

後
遺
す
る
よ
う
に
、
野
尻
谷
川
の
表
流
水
や
湧
水
に
依
存
し
て
い
た
が
、
元
文
五

年
(
一
七
回

O
)
、
旭
川
源
流
の
八
重
地
村
か
ら
野
尻
用
水
を
開
削
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
用
水
の
供
給
は
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
利
水
技
術
上
の

変
革
を
背
景
と
し
て
、
貞
享
検
地
帳
に
よ
れ
ば
、
宝
暦
八
年
(
一
七
五
八
)
が
ピ
ー

ク
と
し
て
之
町
七
反
三
畝
、
寛
政
七
年
(
一
七
九
五
)
が
四
反
畝
、
嘉
永
五
年
(
一

八
五
二
)
が
三
敏
、
こ
の
ほ
か
年
代
不
明
の
も
の
が
四
反
四
畝
み
ら
れ
る
。

野
尻
村
に
保
存
さ
れ
て
い
る
新
開
検
地
娠
は
元
禄
一
四
年
(
一
七

O
一
)
、

同
一
七
年
(
一
七

O
四
)
、
正
徳
三
年
(
一
七
一
三
)
、
享
保
一
九
年
(
一
七

三
四
)
で
あ
る
。
第
三
表
に
そ
れ
を
示
し
た
が
、
七
反
三
畝
の
新
聞
の
う
ち
山

畠
と
自
由
二
反
八
畝
が
後
に
回
成
に
な
っ
て
い
る
。
貞
享
検
地
帳
や
前
述
の
新
開

検
地
帳
以
外
に
耕
地
開
発
を
示
す
史
料
と
し
て
野
尻
委
事
し
て
保
存
さ
れ

て
い
る
「
文
政
十
三
寅
歳
・
勝
浦
郡
野
尻
久
保
河
村
去
申
歳
ヨ
リ
革
連
畠
田
成

開
地
惣
都
メ
傘
指
上
帳
」
が
あ
る
。
第
三
表
に
そ
の
概
況
を
示
し
た
。
文
政
七

年
(
一
八
二
四

)
t天
保
元
年
(
一
八
三

O
)
の
七
年
間
に
四
九
人
の
農
民
が

都
合
二
町
二
反
五
畝
の
新
開
を
し
て
い
る
。
明
治
三
年
(
一
八
七

O
)
の
戸
数

が
五
五
戸
で
あ
る
か
ら
大
部
分
の
村
民
が
耕
地
の
拡
大
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
水
田
が
一
町
八
畝
、
自
国
九
反
五
敏
、
山
畠
一
反
五
畝
で
、
前
述
の
よ

う
に
、
田
は
「
持
懸
開
地
」
、
自
国
は
田
成
り
地
の
「
開
添
」
の
場
合
が
多
い
。

各
農
民
別
の
新
開
面
積
は
一

t
一
-

五
反
が
四
人
、

0
・
五

J
一
反
が
十
人
、
三

t
五
畝
が
二
ハ
入
、

一
t
三
畝
が
一
五
人
で
五
畝
以
下
の
零
細
な
新
聞
が
過
半

野尻村の新聞

年 代 石 高 面積(筆齢 回 畠 山 畠 備 考

斗合 畝歩 畝歩 畝 歩 畝歩

元禄 14年(1701) 1 6 2.00(1) 8.24 2.00 

11 1 7年(1704) 5.40 8.24(2) 8.24 

|二内年3玖田成5歩大保

正徳 3年 (171 3 ) 2.85 5.21(3) 5.21 
内2歩寛政
10年川成

享保19年(1734) 14.05 57.00倒 3.21 I(内152.220E9盛〕
23.1 6 7 3.1 5133) 9.12 31.03 

330000 間定計 (内 36.29酌 (内18.17田成) (内10.

文政7年(1824) 
8 1.1 9 22 5.1 8 108.1 5 その他居窪敷

~天保l年 (1830) 95.23 19.18 
I畝22歩

L...--ーー

第 3表

享保 19年新聞検地帳による正徳 3、注①元禄 14・17、

②『文政十三寅歳、勝浦郡野尻久保西村去申歳ヨリ寅年主主畠田成開地惣都×奉仕上帳』
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(野尻名所蔵文書)による。



を
占
め
る
。

つ
ぎ
に
、
野
尻
用
水
の
開
削
後
、
農
民
は
ど
の
よ
う
な
稲
作
経
営
を
行
な
っ

て
い
た
の
か
史
料
に
よ
り
具
体
的
に
み
よ
う
。
野
尻
名
文
書
で
あ
る

3
文
政
四

歳
a

野
尻
村
大
用
水
出
来
自
造
用
割
付
井
定
木
仕
出

ν
帳
」
の
一
部
を
示
す
。

宮
ノ
後

十

太

郎

一
弐
姶
七
歩

同
三
畝
廿
士
宮
歩

来
ノ
三
月
ヨ
リ
徳
左
エ
門
方
ヨ
リ
か
り

〆
四
畝
拾
八
歩

外
ニ
六
畝
廿
四
歩

未
年
徳
三
郎
ヨ
リ
受
取

〆
壱
反
壱
畝
拾
弐
歩

森
蔵

一
弐
拾
壱
歩

文
政
六
未
年
自
呂
田
成
新
開

は
じ
横
尾

一
壱
畝

右
同
年
新
聞

尾
は
な

一
弐
畝
拾
五
歩

右
周
年
新
開

大
茶
畔

一
壱
畝
拾
五
歩

右
同
年
新
開

外
ニ
拾
五
歩
三
歩
割
増
水
役
右
茶
畔
之
分

同

弐
拾
四
歩
尾
は
な
三
割
増

〆
三
反
拾
五
歩

十
太
郎
は
用
水
懸
地
三
反
一
五
歩
(
九
筆
)
を
持
つ
が
、

五
畝
二
十
一
歩
(

四
筆
)
を
文
政
六
年
に
自
国
田
成
し
て
お
り
、
外
に
徳
左
ヱ
門
と
徳
三
郎
と
の
間

に
田
地
の
貸
借
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
質
地
に
よ
る
田
地
の
移
動

文
は
白
地
の
所
持
と
耕
作
の
系
離
を
示
す
も
の
で
、
田
園
へ

通
水
体
系
の
た
め
田
圃
の
一
時
的
交
換
を
行
な
っ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

を
示
す
も
の
か
、

五、

野
尻
用
水
の
開
削
と
水
論

以
上
の
よ
う
な
耕
地
開
発
の
進
展
は
用
水
路
の
開
削
を
前
提
と
し
て
い
る
。

前
述
の
野
尻
用
水
に
つ
い
て
そ
の
由
来
書
を
次
に
掲
げ
る
。

明
日
)

大
用
水
原
由
御
届

一
旭
村
八
重
地
名
ヨ
リ
生
実
村
野
尻
名
江
通
水
用
水
元
祖
開
設
之
義
、

岡

地

拾
町
余
開
墾
見
込
ヲ
以
三
拾
壱
名
同
意
シ
テ
元
文
二
年
己
ノ
一
月
十
八
日

上
願
仕
侯
処
御
聞
冒
之
上
(
中
略
)
御
流
出

νテ
御
見
分
之
上
、
弥
開
設

- 19一

之
義
御
許
可
相
成
、
普
請
料
手
当
ト

νテ
玄
米
百
廿
石
被
仰
置
外
弐
百
三

拾
弐
石
五
斗
之
義
ハ
発
願
之
者
財
産
等
ヲ
売
却

ν取
求
メ
都
合
三
百
五
拾

弐
石
五
斗
ヲ
以
元
文
五
年
申
ノ
十
一
月
迄
ニ
用
水
普
請
出
来
仕
ニ
付
上
願

侯
(
中
略
)
、
井
関
料
及
定
弁
料
ト
シ
テ
玄
米
弐
拾
弐
石
宛
毎
年
二
月
上

旬
ニ
御
下
渡

ν
相
成
来
リ
侯
(
中
略
)
。

一
用
水
長
六
千
七
百
五
拾
間

山
腹
難
所
用
水

内
四
拾
間

掛
樋
廿
綬

一
用
水
掛
リ
反
別
拾
弐
町
壱
反
三
畝
歩(

中
略
)

明
治
弐
拾
年
十
月
八
日

(
以
下
略
)

同
用
水
は
野
尻
・
久
保
二
村
に
よ
る
用
水
路
堀
削
(
延
長
二
ニ
・
五
キ
ロ
)



に
よ
る
引
水
で
あ
る
。
旭
川
最
上
流
の
八
重
地
村
西
谷
，
北
谷
(
海
抜
五
百
メ

ー
ト
ル
)
を
水
源
地
と
し
、
市
字
村
・
田
野
々
村
を
経
て
野
尻
・
久
保
両
村
に

達
し
て
い
る
。
野
尻
・
久
保
両
村
の
田
方
用
水
の
確
保
の
た
め
他
村
内
に
用
水

路
を
敷
設
し
て
お
り
、

一
村
の
範
囲
を
こ
え
た
用
水
体
系
が
作
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
排
他
的
に
利
用
で
き
る
野
尻
ヨ
久
保
雨
村
と
そ
の
途
中
の
沿
線
用

水
路
や
新
田
開
発
の
水
源
を
め
ぐ
っ
て
水
論
が
惹
起
し
て
い
る
。
次
に
掲
げ
る

史
料
は
八
重
地
村
と
の
水
論
で
あ
る
。

(は)
乍
恐
奉
願
上
覚

一
八
重
地
分
野
尻
村
へ
大
用
水
去
文
化
拾
三
子
年
ヨ
リ
八
重
地
村
-
一
新
用
水
栢

仕
懸
申
侯
ニ
付
、
当
村
故
障
申
出
ニ
付
当
七
月
廿
七
日
ニ
当
御
役
所
様
ニ
お

ゐ
て
御
下
知
被
仰
付
侯
段
奉
畏
侯
ニ
付
、
乍
恐
八
一
豆
地
村
新
用
水
関
床
下
手

ニ
岩
付
之
土
地
御
座
侯
ニ
付
指
懸
リ
候
ニ
付
、
弐
反
水
之
樋
敷
幅
内
間
三
寸
問

深
井
弐
寸
指
樋
ニ
御
定
メ
被
仰
付
候
得
者
、
過
分
之
水
相
減
、
〆
不
串
ニ
付
、
右
様

奉
願
上
侯
用
水
之
義
者
、
生
達
而
分
八
重
地
付
廟
出
之
通
床
な
ぺ
古
用
水
分
新
用

水
迄
相
上
り
A
疾
程
、
臼
浦
容
小
谷
ニ
而
落
夫
分
鎌
淵
へ
通
水
仕
侯
様
奉
願
上

日
一
八
重
地
村
新
開
弐
反
之
義
者
、
鎌
淵
之
土
地
ニ
而
相
限
リ
侯
様
乍
恐
御

慈
悲
の
上
御
間
届
被
為
遊
候
上
勧
農
御
地
盤
御
両
御
郡
代
様
御
証
文
被
為

下
置
侯
得
者
百
姓
共
へ
士
官
統
重
々
難
有
仕
合
泰
存
候
以
上

勝
浦
郡
野
尻
村
井
組
惣
代

四
名
連
印

交
政
十
一
子
年
八
月

板
野
勝
浦
御
郡
代
様
御
手
代

谷

崎

蔵

文

様

右
の
水
論
は
八
重
地
村
百
姓
が
「
新
用
水
相
仕
懸
」
ら
れ
る
と
「
野
尻
用
水

之
義
者
八
重
一
地
村
余
水
栂
見
込
ご
ん
で
開
削
し
た
の
だ
か
ら
「
故
障
申
出
」
た
。

八
重
地
村
新
用
水
関
床
の
下
手
に
弐
反
水
の
樋
敷
を
幅
三
寸
深
二
す
に
し
て
く

れ
る
よ
う
に
、
さ
ら
に
、

八
重
地
村
の
「
新
開
弐
反
之
義
者
鎌
淵
之
土
地
ニ
而

相
隈
」
る
よ
う
に
郡
代
に
願
い
出
て
い
る
。
野
尻
村
と
八
重
地
村
の
水
論
は
以

後
も
続
く
が
、
嘉
永
三
年
(
一
八
五

O
)
傍
一
不
付
組
頭
圧
屋
と
郡
代
に
よ
る
「

済
白
書
付
之
覚
」
が
出
さ
れ
て
一
応
の
結
着
を
見
て
い
る
。
そ
の
要
旨
は
①
「

I

鎌
淵
新
田
之
義
ハ
弐
反
ニ
栂
限
」
、
②
「
日
浦
考
古
田
之
手
前
山
石
附
之
処
古
田

共
弐
反
三
畝
引
合
内
法
幅
三
寸
深
弐
寸
之
懸
樋
ヲ
以
水
分
置
同
処
南
谷
ニ
而
新

用
水
引
上
リ
侯
程
相
落
シ
夫
ヨ
リ
堀
継
水
仕
」
③
「
八
重
地
新
地
共
出
来
之
上
ニ

而
茂
水
筋
之
損
様
ニ
奇
田
成
場
所
在
之
侯
時
ハ
双
方
弐
フ
ニ
水
分
合
候
心
得
↑

な
ど
で
両
村
の
主
張
を
折
半
し
て
「
済
口
」
が
な
さ
れ
て
い
る
つ
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プミ

文
化
十
年
(
一
八
一
三
)
の
分
間
図
に
よ
る
耕
地
配
置

(路)

文
化
十
年
の
野
尻
村
久
保
村
の
分
間
絵
図
は
近
世
後
期
に
お
け
る
付
の
空
間

構
造
を
よ
く
示
し
て
い
る
c

す
な
わ
ち

国
・
白
田
・
居
屋
敷

J

水
系

用

水

林
野
・
道
・
氏
神
・
鎮
守
e

山
神
・
水
神
な
ど
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
。
国

自
由
は
野
尻
谷
川
を
は
さ
ん
で
び
っ
し
り
と
配
置
さ
れ
て
お
り
、

野
尻
村
の
場
合
、

耕
地
開
発
は
極
限
に
達
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

一
筆
毎
の
田
畠
の
形
態
は

ほ
ぽ
等
高
線
に
規
定
さ
れ
て
細
長
く
だ
ん
ご
を
重
ね
た
よ
う
に
配
列
し
て
い
る
。

こ
の
田
自
聞
の
所
持
形
態
は
貞
享
検
地
帳
で
み
る
か
ぎ
り
自
己
の
屋
敷
地
と
そ
の

周
辺
へ
の
集
中
が
み
ら
れ
る
。

野
尻
用
水
は
田
野
々
村
に
あ
る
椎
や
す
ば
と
白
石
の
入
会
山
を
経
て
野
尻
a

久
保
の
氏
神
で
あ
る
八
幡
神
社
の
西
上
を
通
り
、

ほ
ぽ
四
二

0
メ
ー
ト
ル
の
等

高
線
に
沿
っ
て
野
尻
谷
川
を
越
え
、

野
尻
村
の
字
日
浦
で
終
っ
て
い
る
。
用
水



野尻村・久保付の土地利用(明治 22年)

子 名 総面積 回 畑 宅 地 山 林 山 畦 畔 道路敷・用
悪水路敷川

片 山 842畝 29峨 31畝 1 4畝 153敏 9赦 228畝 1 1 2畝

下 野 1 5 1 8 460 98 70 228 43 375 233 

日 浦 736 245 60 35 122 3 2 1 1 45 

中 野 56 9 329 1 5 24 2 1 9 1 33 41 

上 野 581 256 87 50 1 48 37 

影 659 348 60 61 4 23 1 1 4 41 

南 I甫 882 1 4 1 1 0 6 357 4 1 1 52 1 73 

上 影 1 1 6 41 3 35 8 1 7 8 

松 葉 1 88 1 85 ー 3 

大 道 995 90 9 50 35 

野尻村計
7086 21 1 0 361 263 1 995 1 96 1 378 728 
(100.0) (29.8) ( 5.1) (3.7) (282) (2.8) (1 9.4) (1 0.3) 

久保付
2 937 542 299 33 1 222 64 636 1 1 7 
(100.0) (18.5) (102) ( 1.1 ) (41.6) (22) (21.7) ( 4.1 ) 

第 4表

の
所
々
に
あ
る
配
水
樋
か
ら
水
を
落
し
て
い
る
が
、
用
水
か
ら
下
流
に
下
が
る

す
)

「
一
戸
籍

F
調
一
で
は
耕
地
の
七
三
%
が
田
と

程
漏
水
が
大
き
い
。
明
治
三
年
の

な
っ
て
い
る
が
、
第
四
表
と
対
比
す
る
と
字
別
の
回
自
由
の
分
布
状
態
が
よ
く

注①『徳島県勝浦郡生実村地籍』より作成。②山は柴草山(採草地〉を意味する。

わ
か
る
。

用
水
か
ら
の
水
懸
の
悪
い
下
野
・
片
山
に
は
か
な
り
の
畠
が

あ
る
。久

保
村
の
場
合
、

用
水
か
ら
上
と
下
で
は
同
一
付
内
に
あ
っ
て
も
水
利
条
件

が
全
く
ち
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
水
体
系
か
ら
排
除
き
れ
て
い
る
上
は

自
由
が
多
く
、
引
水
で
き
る
下
の
農
民
は
農
尻
村
民
と
共
通
の
利
害
関
係
を
持
ち

合
っ
て
い
る
。

七、

田
野
々
村
の
入
会
山
(
野
山
)
を
め
ぐ
る
山
論

野
尻
村
に
お
け
る
用
水
開
削
を
伴
う
耕
地
開
発
は
地
力
回
復
の
た
め
の
肥
料

- 21一

原
と
し
て
の
「
百
十
」
の
需
要
増
大
を
も
た
ら
す
。
文
化
十
年
の
村
絵
図
に
お
い

て
も
耕
地
に
対
し
て
林
野
が
極
端
に
小
さ
い
。
第
四
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
明
治

二
二
年
に
は
村
面
積
に
対
し
て
耕
地
が
三
五
%
あ
る
の
に
対
し
て
、
採
草
地
と

し
て
の
柴
草
山
は
わ
ず
か
二
a

八
%
、
林
野
は
二
八
%
に
す
ぎ
な
い
。
一
明
治
九

年
地
所
明
細
帳
」
か
ら
野
尻
村
内
に
あ
る
入
会
山
(
野
山
)
を
ピ
ッ
ク
ア
ブ
プ

す
る
と
、
字
下
野
と
南
浦
お
よ
び
大
道
に
合
わ
せ
て
八
反
七
畝
あ
る
が
、
い
ず

れ
も
野
尻
・
久
保
・
樫
原
三
村
の
村
々
入
会
山
で
、

野
尻
村
一
一
村
に
よ
る
村
中

入
会
山
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
に
村
内
に
肥
草
供
給
源
が
絶
対
的
に
不
足
す
る
以
上
隣
接
村
へ
入

会
山
を
求
め
る
よ
う
に
な
り
、
入
会
山
の
出
入
を
め
ぐ
っ
て
山
論
が
惹
起
し
て

く
る
。

い
ま
、
野
尻
村
の
入
会
山
を
宮
市
二
図
に
示
し
た
よ
う
に
、

田
野
々
村
内

の
「
志
以
や
す
ぽ
ヨ
ワ
星
石
迄
↑
と
あ
る
ご
と
く
、
椎
や
す
ば
・
中
与
内
・
大
平



山
-
愛
宕
山
と
福
原
村
の
川
北
が
あ
る
。

ま
ず
、
野
尻
村
の
関
係
す
る
山
論
は
文
政
一
冗
年
(
一
八
一
八
)
に
初
日
凡
さ
れ

る
。
こ
れ
は
野
尻
村
内
農
民
同
志
の
利
害
対
立
が
発
端
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
「
「
灯
油
一
告
」
を
命
ぜ
ら
れ
た
傍
一
不
村
組
頭
庄
屋
か
ら
郡
代
へ
の
「
申
上
ル

覚
」
♂
よ
る
と
、
「
野
尻
村
内
之
下
分
百
姓
」
は
「
福
原
村
大
平
山
」
へ
「
久

保
井
野
尻
村
蔭
分
百
姓
〈
一
五
軒
)
」
は
「
田
野
々
村
野
山
」
に
て
「
入
侶
苅

ニ
仕
来
居
候
処
」
、

「
蔭
分
百
姓
し
が
下
分
百
姓
の
入
会
山
へ

「
大
勢
藷
越
肥

草
相
荒
迷
惑
之
旨
」
を
組
頭
庄
屋
に
申
入
れ
た
が
、

保
村
ニ
而
沼
地
相
調
居
者
」
も
あ
り
、
下
分
百
姓
が
田
野
々
村
野
山
へ

「
下
分
百
姓
之
内
ニ
ハ
久

「
入
'
組

」
ん
だ
こ
と
が
蔭
分
百
姓
か
ら
申
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
点

は
「
水
」
の
確
保
に
つ
い
て
は
同
一
の
井
組
に
参
加
す
る
野
尻
村
農
民
が
自
己

の
耕
地
の
所
在
地
に
近
い
入
会
山
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
野
尻
村
下
分
百
姓
は
久
保
村
内
に
田
地
を
所
持
す
る
こ
と
か
ら
蔭
分
百

設
)

姓
と
は
利
害
が
対
立
し
、
別
個
の
共
同
体
を
形
成
し
て
い
た
。
右
の
野
山
出
入

に
つ
い
て
は
交
政
三
年
(
一
八
二

O
)
に
「
内
済
」
に
よ
る
「
行
着
」
が
な
さ

れ
て
い
る

0
2

一
野
山
武
町
壱
反
士
宮
拾
七
歩

田
野
々
村

但
字
志
や
す
ば
分
星
石
迄

右
土
地
ニ
而
野
尻
村
蔭
介
井
久
保
村
田
野
々
村
右
三
ケ
村
肥
草
入
A
口
苅

仕
居
所
久
保
村
之
義
ハ
、
相
対
相
談
を
以
取
計
何
之
組
無
御
座
候
ニ
付
此
度

御
行
着
不
奉
願
候
、
野
尻
村
蔭
分
四
月
肥
草
刈
取
之
義
初
日
壱
日
ハ
家
壱

軒
分
壱
人
宛
罷
出
刈
取
翌
日
分
ハ
家
内
勝
手
次
第
ニ
罷
出
入
組
ニ
苅
リ
取

申
筈
、
然
ど
も
日
一
雇
一
人
等
指
加
へ
侯
義
ハ
仕
不
申
告
、
出
入
合
苅
リ
之
義

ハ
四
月
杷
二
相
浪
ソ
ム
¥
門
司
斗
担
以
後
八
左
之
各
野
山
村
当
リ
指
分
ケ
苅
衣
仕

申
事
(
傍
点
筆
者

以
下
向
じ
)

一
右
野
z

山
之
内
一
一
栄
ハ
次
吉
町
之
岳
ノ
山
一
汗
湾
切
北
ハ
野
尻
付
境
西
ハ
と
ち
の
久

保
田
尾
分
上
ミ
手
之
尾
切
南
ハ
溝
切
、
右
之
分
野
尻
村
蔭
分
支
配
ニ
引
分

六
月
肥
己
後
右
場
一
物
三
間
苅
リ
取
市
一
季
、

尤
右
指
境
担
立
引
分
ケ
申

上
ハ
双
方
浸
之
義
無
之
様
仕
候
一
事

一
回
野
々
村
南
野
山
之
分
阜
市
滝
之
切
レ
太
尾
分
白
石
一
一
沼
早
窃
ニ
一
向
、
春
秋
下
木

F
呑
呂
田
一
之
処
予
骨
汗
分

tr荷
苅
之
義
争
心
卦
野
々
一
作
か
忌
詰
之
通
指
毒
リ
無
御

窪
段
、
克
苅
田
恒
一
仕
中
九
八
日
一
渥
久
世
一
寸
倍
加
へ
横
勢
ニ
苅
取
侯
様
之
義
ハ
仕
不
申

答
、
万
一
右
野
山
之
内
二
苅
萱
等
仕
有
之
ニ
お
ゐ
て
つ
田
野
々
ヨ
リ
分
担
取

侯
一
向
も
申
分
無
之
候
、
立
(
余
担
草
之
姦
ハ
是
ム
ロ
一
対
一
来
月
ノ
不
事
事
故
以
後
上
沼
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も
苅
取
京
市
十
字

(
中
略
)

田
野
々
村
百
姓
惣
代

交
政
三
一
段
年
七
月
五
日

三
名
運
印

野
尻
村
蔭
分
惣
代三

名
連
印

傍
一
不
付
与
混
在
屋
一

安
部
弁
三
郎
殿

(
以
下
略
)

右
の
「
内
済
」
で
は
野
一
冗
の
田
野
々
村
が
入
会
方
の
野
尻
村
蔭
分
百
姓
に
対

し
て
、

四
月
肥
(
一
答
草
)
と
六
月
把
(
二
番
草
)
に
つ
い
て
口
明
け
日
と
そ

れ
円
以
後
の
苅
取
方
法
や
人
数
に
わ
た
っ
て
詳
沼
に
制
寝
を
加
え
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
入
会
山
の
所
持
・
管
理
・
用
益
を
め
ぐ
っ
て
経
済
主
体
で
あ
る
付
や
組



の
自
己
主
張
が
読
み
と
れ
る
。

最
後
に
地
程
改
正
で
は
公
有
地
な
る
暖
味
な
制
受
は
許
さ
れ
ず
、

入
会
地
に

対
す
る
地
券
公
付
の
例
と
し
て
、
野
尻
付
が
床
銀
と
地
租
の
一
一
部
を
負
湿
す
る

こ
と
に
よ
り
従
前
通
り
の
慣
行
に
し
た
が
っ
て
入
会
権
を
白
野
々
付
が
認
め
て

い
る
史
料
を
一
不
す
。

(
が
定
書
之
証

田
野
々
村
野
山
之
内
・
野
尻
田
野
々
両
付
抱
合
苅
抹
場
比
芝
林
地
券
を
御
て

渡
奉
願

ニ
付
両
村
立
会
和
談
之
上
地
券
之
儀
者
間
野
々
村
居
ニ
奉
版
、
尤

床
銀
年
税
之
儀
者
相
当
ニ
出
合
上
納
苛
仕
筈
。
亘
亦
苅
華
之
議
も
従
前
懸
け
メ

一
志
た
か
ひ
今
般
市
一
村
究
書
抱
一
認
j

(
中
略
)

勝
浦
郡
野
尻
付
蔭
分
惣
代

明
治
六
突
酉
西
口
ぱ

二
名
連
印

田
野
々
村亀

井
新
太
郎

殿

ノス、

わ

お

り

近
世
山
村
に
お
け
る
耕
地
開
発
過
程
と
水
論
お
よ
び
山
論
に
つ
い
て
野
尻
村

を
素
材
と
し
て
若
干
の
考
察
を
行
な
っ
た
。
野
尻
村
の
よ
う
な
山
村
に
お
い
て

も
十
七
世
紀
末
に
は
小
農
自
立
に
よ
る
近
世
村
落
の
成
立
が
み
ら
れ
た
。
経
営

規
模
の
拡
大
日
新
開
が
元
文
五
年
の
数
ケ
村
に
ま
た
が
る
野
尻
用
水
の
開
削
を

背
景
と
し
て
行
な
わ
れ
、

用
水
の
水
源
地
八
重
地
村
と
の
間
に
水
論
を
惹
起
し

た
。
さ
ら
に
、
近
世
後
期
に
お
い
て
極
限
状
態
に
達
し
て
い
た
耕
地
開
発
に
よ

り
再
生
産
の
た
め
の
緑
肥
供
給
地
と
し
て
の
入
会
山
(
野
山
)
を
隣
接
の
田
野

々
村
野
山
に
求
め
山
論
を
引
き
起
し
た
。
野
見
付
内
に
お
い
て
も
二
つ
の
惣
で

あ
る
下
分
と
蔭
分
は

「
水
」
の
健
保
の
た
め
に
は
同
一
の
共
同
体
(
井
組
)

結
合
を
見
せ
な
が
ら
も
、
自
己
の
自
国
の
所
在
地
の
ち
が
い
か
ら
、

「
草
」
を

め
ぐ
っ
て
は
科
書
が
抱
一
次
し
、
別
個
の
共
同
体
(
惣
)
と
し
て
の
自
己
主
張
を

{
汀
-
づ
。

な
お
、

本
認
で
は
史
料
の
批
判
と
現
地
調
査
が
現
時
点
で
不
十
分
な
た
め
、

不
明
な
点
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
野
尻
清
水
と
入
会
山
の
明
治
以
降
に
お

げ
る
変
質
過
程
に
つ
い
て
は
穏
を
改
め
て
報
告
し
た
い
。

‘?  
dここ

l 

古
島
敏
雄
(
一
九
五
五
)

日
本
評
論
社

~ 

ノ¥
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「
近
所
一
入
会
制
要
論
』

頁
2 

(
一
九
七

O
)

水
利
と
林
野
(
古
島
-
敏
雄
伸
一
二
名
漏
『
近
世

安
一
沢
秀

郷
土
史
研
究
主
」
郷
土
ゃ
ん
既
究
議
成
古
田
・
朝
倉
喜
居
所
収
)
三
七
五
頁

3 

古
品
敏
雄
二
九
五
六
)
「
日
本
農
業
口
よ
岩
波
書
臣
、

二
七
八
!
八
三
頁

~ 
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A 2tudy on the Deve工opmentof Farm Land in a何ountainVi1工age

and Disputes on Irrigation Water and Green阿anurein七heEdo 

HAYAMA 

A七 theend of七he17th century， even an underdeγeユoped
moun七ainvi11age as Nojiri-mura deve工opedinto a typica工γil1age
in the Edo Era composed of independent peasants. 工nユ740，七he
farm 1ands were extended after七hecompletion of an irriga七ion

channel. The vi1ユagersof :Jojiri-mura go七 intocompetition for 
irriga七ionwa七erwith the peopユeof Yaej i-mura， from ¥v-here the 
irrigation channeユ七ookits source. 

土nthe 1atter half of the Edo Era， a dispute for green 
manure arose between the ~Jojiri-mura and Tanono-mura， since in 
:'Toj iri-mura the deveユoumen七 offarmユandhad reached i七s1imi七
and vi11agers had to seek g了eenmanure in neighbouring vil工ages'

area. 
The七wocommunities in :Jojiri-mura， Shimobun and Kagebun 

1ぷlI七edwith regard to七hesecuring of irrigation wa七er，bu七 they

struggled each other for green manure コecause七heirpaddy fields 
were located in defferen七 areas.

- 24ー
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